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蝿波地方の炉材珪石調査報告一各説　その四一

　　粕原山地区，鴨内地区及び鴨庄地区

岩生　周一筈　岡’野－武．雄繍
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　　　　　　　カイバラ
　　　　　　ヱ．柏原山地匪
　この地区はいわゆる多紀郡地区の鉱床帯の西方延長の

末端を占めるものであつて，地質的に多紀郡地区と類似

の関係にある。地区の特徴として挙げらるべきものは次

の通りである◎

a）・特徽
1。．地質と鉱床との構造的関係は多紀郡大芋村雲地区

と類似しており・比較的簡軍・であつて，一部（佐藤信次

山等）を除いては全般的に探鉱方針が樹て易い。

20．それぞれの鉱床の規模は酒梨・畑等と略々類似し

ており，地形的に畑式の坑丙探鉱を行うことは鉱石品位

がい『ま少しく良好ならば可能である0

3。．戦時中相当量の出鉱をみ，上鉱もかなり出したと

いわれるが，現在は上鉱はほとんどみることができず，

概ね平均品位が低下している。

40。鉄道に近いに拘らず，鉱床の賦存箇所は山嶺匠近

　　　　　　　　　／
　至福知山　　　　／

　　　　　　　　　　．’・　諺蘇灘☆・

　　　　　　　　。一　断懸床藤蕪彗　蜜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜皿チ料囮儲［コ儲葦
　　　　　　　　　第1圖　柏原地隆鉱床分布圖（岩生1949）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く比高300m単も達し，労務者の通勤，鉱石の搬出に

＊鉱床部非金薦課長　　継鉱床部　　　　　　　　　　　悪まれていないoこのように高所に賦存する鉱床はこの
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丹波地方り炉材珪石調査報告　各説その四　（岩生周一・岡野武雄）

附近（若挾ヲ飯盛を除く）ではほかにみることができないo

　b）鉱床の分布と地質（第1図参照）

地暦はほとんど垂直，NW－SEの走向を示し，鉱床も

略々この方向に從つて配列している。地暦は見掛上南西

側に粘板岩および珪岩を主とするもの，北東側に珪岩お

よび輝緑岩を主とするものがあり，鉱床は主にこの輝線

岩一輝緑凝友岩と相俘つて産する。

　構邉的に二つの顯著な事実が認められる。すなわち，

一つは地暦の走向，・および鉱床の配列が，多紀郡の主体

を成す部分の東西性方向から轡曲（または折れて2）

NW－SE方向に変つていること。ほかの一つは鉱床が一

見雁行状に並列してみえる事実である。またこの雁行状

あ配列が鉱床の原位置を示すものか，あるいは後の断暦

によるもの渉不明である。

　断暦または走向断暦と，これを横切るものとがある

が，いづれもそれ程顯著でない。走向断暦は南落しのも

のが多く，そのあるものは150～200の緩傾斜を示して

いる◎

1
e
） 鉱床および鉱石

　前例に倣つて次に赤白，青白の区別，品質別，鉱床の

規模，現況等を表現する。（第1表参照）

　鉱石は青白を主とし，若干赤色を件巧　（一の谷・編田

山）もので概ね2級品に属し，角礫と脈石との区別が鮮

明でないもの，または角礫の色が何となく淡く，全体が

ボケた感じのものが多い。

　なおこの地区および鴨内・鴨庄地区の鉱石の化掌分析

および耐火度試験結果を第2表に示す。

　1）佐藤信次丁場鉱床（第2図参照）柏原山鉱床群の

　　　　／　　　　／　／／　　・L」O」。耽

　　　1〆謡騨

　　　　　ノチ　

　　　　　　　　　　／良顎鶏嵐

　　　　孟纏擁拠
　　　　　A　　　　　　－1ノ　；

第2圖　佐藤凶丁場鉱床圖（岩生　1949）

西北端に位し，友色チャートを上盤とし，輝緑凝次岩輝

緑岩を下盤とする青白の鉱床であつて，下盤側の一部に

著しいrボクJを俘うoまた上盤のチャートとは150パ

20。の西落し緩傾斜断暦で境しているようであつて，鉱

体は意外にぞの大きさが縮められている。

　鉱石は一般に友線色チャートに移化するごとき外観を

示し，2級またはそれ以下のものを主とし，．一級に相当

するものは稀であるQ

　2）一の谷鉱床　西北一東南方向に延びた垂直の鉱床

であるが，現在は坑道が埋没し，露天掘跡も土砂で埋ま

り，ほとんど鉱石の実態をみることができない6現在僅

かに盤際に残つている鉱石は青白，赤白共に素地と脈石

英との区別の不明瞭なものて2級品に相当する。

　両盤は輝緑岩・輝線凝友岩である。柏原山では尤も規

模が大きいらしく，既知延長約100mに痒する。

　3）島の谷鉱床　既知延長35m最大幅15mの：NW－

ESに延びた垂直レソズ状鉱床である。見掛上の下盤に

は亥色チャートを踵てて輝緑岩輝線疑友岩が発達する。

上盤には「ボク」がみられるo

　鉱石は青白である。

　4）罠の谷鉱床（第3図参照）二の谷鉱床の略々ES

方向の延長上に梢々ヅレて雁行状に配列しだ鉱床であ、

る◎二の谷鉱床との関係は，両者の踵離50m以下であ

るに拘らずこの聞に露畠がなく不詳であるが・「鉱床中の

小断層の構邉から推定すると東側が北方にズレている傾

向が認められるo

　鉱床は二の谷と類似の形状を呈し，病盤は輝絵岩・輝

緑凝友岩に接しているo上盤または顯著な「ボク」を俘

う◎

　現在稼行中の鉱石は概ねチャートと漸移する感のある

2級程度であるが，部分的に1級品を混えることがあ

るQ1

　5）福田山鉱床　一ゐ谷鉱床と同じようにNWES

方向に長く延びた鉱床であるが，厚さは5m内外であ

る。見掛上の下盤は輝緑岩輝緑凝友岩，上盤は「ボク」，

チャートを距てで粘板岩・千枚岩等に接する。また，鉱

体の一・部は傾斜400，700，200等の小断暦で細かく裁ら

れている◎

　現在坑内の一部おぷび坑外の残鉢によつて鉱石をみる

と，青白を主とし，部分的に硫化鉄の薄板状フィルム

を俘うが・品質はそれ程悪くない。唯r虫喰い」がみら紅

るのは著しい欠点である。一部赤白を俘う。

　明らかに往時の採掘鉱石と思われるものが，鉱床の東

南方谷聞に散見でき，この中には赤白の比較的上鉱が認

められる0
　6）福田山東南方　福田山東南方谷聞に億赤白のかな
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　　　　　　　　　　　　第1表 柏原，鴨内，鴨庄地区

柏

原

地

区

番号

1

2

3

4［

5

鉱山名叉は丁場名

佐

幅

藤

の

、の

の

田

山

谷

谷

’
谷

山

業者『名

佐藤信次

柿原珪石

　〃

　〃

　〃

鉱 石，

種 別

其他　（青白に近し）

青白，赤白2級

青白2級

…青白2級，其他，1
級を混えることあり

青白2級
（一部赤白を俘う）

そ　の，他1

10％湯鉱
＼

虫喰いあり

鉱 床

形， 　規　模
’
断
暦に，より横臥レソズ状

，20m琴20m×5m以上

6m×80盃？×15m以上

10m×35m×20m以上

10～5m×70m×20m以上

1～5m×70m×20m以上

　　11　　？
　　2　　　？
　　3芦田文兵衛山
鴨

　　4鴨内蔭，谷
丙，

　　5冨士珪石山
・
、
地
　 6品川一号山
　　　　〃コ号山
区7一宮垣一号山
　　8宮垣；号山「

　　9
　　10
　　1ゴ由　良　山

　？
　？
芦田文兵衛・

芦田林藏

冨士珪石
品川白練瓦

　〃
宮垣．博、

宮垣　博
宮垣　博
臼　　井
臼　　井

青白
『赤白，青白2級及び
2級以下

・青白2級以下

青白2級以下

青白2級以下

赤白・青白2・2級以下

青白2級上
青白2級以下

朱赤多し
多少フリyト質「

アリソト質

ラリyト質

朱，青多し

フリソト質

／賠．～謙1急鰹上方）

Um×10m×x以上（下方）

3m×10m×5m以上

4m×15m×5m　J夏畳二

2ん4m×10m×5m以上

4m×10m米5m以上

、5m×31n×5m以上

、小規模、

鴨

庄

地

区

1
2・

3

4

5
6
7
8
9
10

上垣山隔原 漸
　　　　卜
加鄭岩司加賀山鉱類

冨士’岩’戸

山名岩戸
加賀山上牧

三木上牧

冨士珪石

山名珪石

加賀山鉱業所

三木珪石
大谷重工

　〃
　F〃

赤白，青白2級？

（硫化鉄を俘う）

青白1，2級

赤白2級

赤白，青白2級上』

青白？

青白2級上

　　？
　　？
　　？．

変化に富む

一部目多し

一部石次質，赤強し

多少ボケ，青赤強し

　　？
青強し

小規槙

f断暦により複雑化10m×

轍錨饗蝉鉱
｛断暦により分れる　　畠3fn×20m×10m以上
1．5m×15m×15m以上のも

の2枚
4m×30m×15m以上1
2m×30r“×5m以上

註：上記鉱量の計算は2級または2級下程度の鉱石も現在より稽た無理な採掘方法によるも探算がとれる
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鉱床別一覧表

　　1　丹波地方の炉材珪石調査報告

．（岩生）1949年現在

各読その四　（岩生周一・岡野武雄）

傾　斜

翫採掘量

断層により0．3万t
見掛け20。

垂直　　　，1．3ケ

709SW　　1．0〃

700戸》800S　1．3　ケ

70曾～90。SO●7”

計約5・？万t約

’鉱　量

l／

　5．0万t

探掘方法1 索　　道
産
，
　 額

かつて露天2漸輪5。一6。t／m
坑道　　　合計960n‡

露天，坑道　300m，28。L　休

露天　　　　　　　　　　休

露天1坑道鵬lll3翻／・・o・／m

露天，殖　　、1桀細鰐後

塵畿・伽2襟

労務者

6人

12《’13入

そ’　の　　他

坑道延長40m

坑道延長15m

坑道延長25m一

39・蛇／

40◎NEl

300NE
500NE
，400EN

400層E

400NE
1｝000t？

計　約　1万t以下

　　　　牛露天

　　　　露　天

　　　　露　天

　　　　露　天

　　　　牛露天

　　　　牛露天
　　　　1露　天

5万t以下

260m，20。L

　　　　

106t／m

lOOt／m・

｝・2・一・3・t／m

｝　140｛’150t／m
　　　、
　　1

6入

6
，
人

8人

6～7〈

な冒繍Ot／曜鉱牌、

赤郎脇以下混ずる・，

角礫の周りに硫化鉄の縁
取り

3鉱体

　　　　　　　　　　　　　　露天　　　　　　？　　　　　？

｛畿量…5万t　　轄天　木髄　60t／m

／畿量…8〃　　牛露天一鑓木騨
100W　O．05〃　　　　露天，坑道木馬道　　100《’50t／m

　250W　O．2〃　　　　　　　　300m　　休
／塗讐…5〃　露礎160釦160t／川

計約・．5万t（儲量）？

　　る1　る・　郷分響　よび予繍噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35一（577）

　5人

7略入

3解4入

　7人

粉約30酬50％
24年1月より稼行

．24年3月より稼行

23年、月よ慮在

23年12月より稼行
一勅約20％
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　　　／　／　ノ／　／／

／斐魅繊／◇づイ　　　，

彰鱗　．、遜轟魑，．，，3，…
圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』郎　　一・＿L㎝　　輝緑岩．輝繰凝灰岩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　第3圖　三の谷丁場鉱床圖（岩猛19壌）
　　　　　　　第2表　柏原，鴨内，鴨庄地区分析試験および耐火度試験結果（1949）

番号 品 質

126

127

130

133

137

139

140

135、

136

144

産　　地一

青白赤白　　2級

青白　　2級以下

青白　　　2級
青白，赤白2級以下

青白　　2級以下1

青白　　2級上

赤白　　　1級
青白　　2級以下

青白　　2級以下

柏原山一の谷

柏原山佐藤山

柏原山三の谷

福田山坑内

鴨内品川2号坑
弔島内宮垣2号山

鴨丙上蔭谷

福田山中部露頭

鴨内富士坑

鴨内芦田2号山

耐火度

酬魏
34

34

33

34

34－

34

．34

34

33

321／2

　　　　　　　　　　認

32十

32

32　

32十

321／2

321／2

321／

33

32

2

311／2

98．66．0．24　0．81　0．01　0．040．06　0．19

96．83　0．50　1．63　0．040』01　0．12　0．32

97．10　0．23　1。36　0．00　0．03　0．12　0．51

98．357　0．18　0．97　0．01　0．02　0．04　0．13

98．37　0．20　1．07　0．01　0．01　0．05　0．24

98．83　0．31　1．10　0．04　0．Ol　O．08　0．53

98．14　0．49　1．40　0．01　0．01　0．08　0．OZ

」

黒崎窯業研究課

計

化学分析：　地質調査勝分析課　　　耐火度試験：

り良鉱の韓石が認められるが，その源は詳かでないQ

d）生産等に関する見透し
　　　　　　　　　　　　　　　　へ輝緑岩～輝緑凝友岩とチャートとの境界に滑つで坑道

100．01

99．45

99．35

99．92

99．95

99．go

100．05

探鉱を畑鉱山と同様な方法で行い新鉱床を地下で発見す

洛ことは理論的に可能であるけれども，’鉱床の賦存箇所

が余りに高いこと，動力機械設備を新設する必要のある

一
3
6 一（578）
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・畷
　　　　　　　ろ世　　！和

機』〆冷／・
　　　　　　　　　　　　、
　　　　墨柳町　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　○ロ
　　　　　歪柏原町　　　　　　　lkπし
　　　　↓　　　　　　　一制
O膏白　　懸赤白　　O赤白考白O未調査

／艦逼　　　　　　1
〆旧の軌道　　　　下

　　轡＼鞍～．

　　　　　　　第4圖　鴨内地魑・鉱床分布圖（岩生1949）

第3表　柏原，鴨丙，鴨庄培区業者一覧表　　　　　　一　　掘で相当に開発されているために今後の探掘に困

　　（既載の分を除く）　　　　　　　　　　　　　　難を感ずる。

業　者　名

佐藤信次
宮　垣　　博

臼　井　 某
柿原珪石鉱業所

大谷重工

！　住 所

兵庫縣氷上郡生郷村石負

兵庫縣氷上郡幸世村方町

兵庫縣氷上郡幸世村井中

兵庫縣氷上郡柏原町柏原

こ、と，鉱床の規模はかなり大きいが品質が必ずしも充分

によくないこと等からみて現状では大規模の開発には不

適当である◎しかし良質級品の供給地としては重要であ

るo

探鉱方法としては現在行われてい為ように坑道による

，既知鉱床の下部探鉱に主力が注がるべきであろう。，

　　　　　2．　璽島　　内　　地　　匪

　a）特徴
　鴨内地区においては冨士珪石・品川白煉瓦・宮垣氏等

により稼行され，丹波地区の最西端の独立した一小慰或

』をなしているo地区の特徴としては

　10本鯉或の鉱床群は鴨内村上蔭谷と下蔭谷に二別し

　　』て考えうる。

2。 上蔭谷の鉱床群は，角礫の部分鄭青昧を幣ぴた牛

　　透明なフリソト質で脈石英の部分との境の不明瞭

　　な青白珪石を主とし，下蔭谷の鉱床群は有色部分

　　の多い赤白青白珪石で，硫化鉄に富む。また時に

　　角礫が朱色含赤鉄玉随質縁取りで囲まれる。

・30一鉱体の大きさが余り大きくはなく・しかも坑内

4。搬出は木権または軽索により貯倉に邊り，約20km

　　の路をトラック蓮搬し，石負駅に邊るため，小蓮

　　搬費がかなり大きな部分を占める。　』　　　’

5◎今後一時に多量の出鉱は期待できない◎

6。構邉は酒梨と類似しており，理論的には酒梨と同・

　　檬の坑内探鉱が効果があると、思われるが，業者が

　　入り混つており，’鉱石晶位がそれ程よくないので

　　か』る探鉱方式の適用にはこの場合限度がある。

b）地質・鉱床および鉱石（第4図参照）

地質嬬酒梨附近の西方延長に相当し，地厨の走向N40。

創60QW，傾斜300～60。Nであつ鴫砂岩・千枚岩・チ

ャート・輝緑凝友岩よりなり，鉱床の存在する暦位も，

酒梨附近と同一・と推定され，上盤はチャート，下盤は輝

線疑友岩で両者の聞に滑り面で境されて鉱体が爽在す

る◎鉱体は厚いレンズ1伏で，これを寸断する小断層によ

りしばしば不規則な塊状を呈するo各鉱体の大きさは区

々であるが，概して酒梨より規模が小さい。鉱石は上蔭

谷においては青白珪石で，角礫は孚透明，脹石英との境

は不明瞭，いわゆるフリソト質で2級品を主とし，1級

品を混える。赤白珪石といえるものも件うが，小量で，

脈石英の部分少なく，かつ石目が発蓬し細鉱となる。下

蔭谷においても，赤白・青白珪石の脈石英の部分が少な

く，2級品を主とする。これも石目に富み細塊となり易

く，硫化鉄の結晶に富むことが多い。

鴨内地区の出鉱量は500’》600t／mであるo

　（1）冨士鴨内山鉱床『鴨内地区一群の鉱床のうち，最
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第5圖　宮項一號圖鉱床自　（岩生1949）
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第6圖　鴨庄村鉱床分布圖　（岩生1949）

へ

A

　　　　、靴
vvvv聴v蕪B』｝博恥

　　　　　ぜ転　　㍗　1　．　』一

第7圖　山名岩戸山鉱琢圖　（岩生1949）

酉北端に位し・輝緑凝友岩中に存在する厚レンズ状鉱体

であるo鉱床の走向はN300《・400W，傾斜5GOEに落

すo幅1．5’》2．Om，長さ15～20mのもので上盤側には

Mn分による焼けを生じているo

鉱石は青白珪石で緑色の部分が多く，珪酸分に富んだ

もので易る。この鉱石はいわゆる青白珪石とは果り，青角

礫の部分は微晶のフリント質で脈石英の部分との境の不

明瞭なもので，いわば青昧を帯びた白珪石ともいえる。

2級品を主とし，、一部に1級品を俘う。

　出鉱は最高月200tで・・大阪窯業に邊られる・

・（2）品川鴨内鉱床　冨士鴨内鉱床の東南に位する。上

盤チャート，下盤輝緑凝友岩との境の脈状またはレソズ

　　　．、’／’

詩∵・「　，纏、獣

野’』　　A　・　v語）！一

第8圖　加賀山岩戸山鉱床圖　（岩生1949）

B

状め膨縮する鉱床で，來みを踵ててその上部は1～1。5m

の良質鉱，下部は1細2rbの不良質鉱から成つているo

鉱床り！走向N30。～40gW・『傾斜300～500EN♪方向不

定の断暦により囲まれているo　T場は2ヵ所あり，二号

坑は露天採掘跡に下部より立入掘進中である。り号坑の

み採掘中。上部の良質鉱は冨士鴨丙鉱床の青白珪石と圃

じもので1～2級品，下部不良鉱は赤チャー．ト中に脈石

英の入つたものである。

出鉱量は月100t前後。

　（3）宮垣鴨内鉱床（第5図参照）　品川鴨内鉱床の東南1

に位する。下盤は千枚岩・千枚岩質輝緑凝友岩，上盤は1

チャートであるo鉱床はレyズ状で断層によつて二方を
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囲まれている。4つの丁場があるが，丁

場相互の聞の鉱床の関係は明ちかでな

いo鉱床の1走向および傾斜はいづれも品

川鴨内鉱床と同じである。　　　　　　　　　A

鉱石は前記の鉱床群と同じ青白珪石で

あり，特に二号坑におけるものは良質で
　　　　　　　　　　　　　　　　　．301級品であるが，全体としてみれば2級

品の良いものといえよう。

　この一乃至四号丁場の奥にかつて採掘

した掘跡がある。この鉱体は厚さ2m余

におよび比較的大きいが，鉱石はいわゆ

るフリント質で，玉随質石英よりなると

思われる。

　（4）芦田丈兵衛山鉱床　上記一群の南

方高所に位置する休山中め鉱床である。

韓石によると鉱石は青白珪石であるらし

く，カ》つてかなり出鉱したというQ

　⑤芦田林藏鴨内下蔭谷山鉱床　上盤

は珪化されたチャ・一ト，下盤は千枚岩化　　10恥

　　　　　　　　　　　　　一された輝緑凝次岩であつて，鉱床は脈状

またはレンズ状，傾斜はかなり緩く，！走

向は北西東南，鉱体の厚さは約6mであ，

るo鉱体内には石目が発蓬し，細鉱にな

り易く塊鉱の歩留りは小さい。因に細鉱

響瀦論』霧看譲主．醗齢
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して2級品である・囎の上部に赤嚇圏サ聯縮一輝襯鷹，騒艶倣岩嚇棚
分が多い。また、比較的硫化鉄に富み，

0．5m大の結晶をみる’ことがある。Mn

も多少俘う。この鉱石は細鉱になり易いことが欠点であ

るo

　出鉱は150《’200t／Mで，鉱石は九州に邊られるo

　C）　生産等に関する見透し．

　開発の初期から丁度中期に入ろうとする楷程にあり，

今後は既知鉱床の下底部へ向つての斜め掘下り，あるい一

は立入坑道による下部の探鉱と開発に向わざるをえない

であろう。しかし平均品質がそれ程高くないので，こリ

オ決をどの程度推し進めうるかは問題であり’，從つて飛

一
躍 的増産を期待することは現在の需給関係からは困難で

あろうo

3．鴨庄地塵
a）特徴

　この地区には現在5～6ヵ所に採掘丁場がみられるo

各丁場間の地質を調査する暇がなかつだので，各鉱床相

互の関係を述べることはできない。

第9圖　三木上牧山鉱床圓　（岩生1949）

　特徴としては鉱石に品質の斑の多いこと，市島酒梨

地区のものに，比しそれぞれの鉱床の規模が小さいこと，

最近再開した鉱床が多く從つて開発がまだそれ程進んで

・いないことであるo

　鉱石搬出も冨士岩戸を除けば比較的恵まれているo

　わ）鉱床の分布（第6図参照）

　鴨庄村岩戸附近に5丁場が群集し，梢々離れて吉見村

天神附近に一・二の丁場がみられる。

　e）鉱床及び鉱石
　赤白，青白の区別，品質別，鉱床の規模，現況等を次

に表記するo

　（1）山名岩戸鉱床（第7図参照）、厚さ約1｛’1・5m・程

度の緩く西に傾いたレソギ状鉱床が約5mの上下間隔を

もつて2枚重なり合つている。いづれも上下盤は輝緑岩

輝纏凝友岩であつて，一部黒ボクを俘う。

　脈石英と素地との境が稽々不明瞭な青白2級品を主と
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し，一一部赤白を俘う。

坑道浅く鉱床の全体の規模はまだ明らかでない。

　（2）加賀山岩戸鉱床（第8図参照）輝緑岩・輝緑凝友

岩と友色チャートとの聞に介在する青白珪石の鉱床であ

る。多くの小断層によつて鉱体が寸断され複雑な小塊状

鉱体に分れているが，全体としての鉱体の厚さは4～5m

程度，青白の1級品を主とし，部分的に2級品またはチ

ャートに移化する部分等を俘う。また微量の白鉄鉱の薄

暦を爽むところがあるo

断暦の影響により鉱石の割目に富む部分が多く，約

50＾で30％は粉鉱となるo

　（3）冨士岩戸鉱床　厚さ約3m，両盤が赤色チャ月ト

の東西に延びた赤白珪石の鉱床である。鉱体に並行な一

種の階段状断暦によつて北側が落ちているもののようで

あるq一・部に「ボク“を’俘う◎

石友質（素地）のもの，良質のもの等が不規則に入り混

つていて，品質が一定しないのがこの鉱床の欠点であ

るo

露天より坑道掘りに切換え中である。

鉱床の規模はまだ不明であるが，余り大きなものとは

、思えない。

　（4）三木上牧鉱床（第9図参照）下盤が輝緑岩・輝緑

凝友岩に接し，厚さ約1・》3m北西落しの鉱床である

が，その西豫は寧ろ逆落しで鉱体丙に小さい向斜欝造が．

、推定されるoまた断暦により鉱床が繰返されている可能

性がある。

　青白2級品程度の鉱石を主とし，割目に富む部分を若

干俘う◎’

　5）加賀山上牧鉱床　輝緑岩・輝線凝友岩中に介在す

る西落しのレソズ状鉱床であるo厚さ約4m，チャート

質の部分を混えること多く，全体として品質不良であ

る0

　6）上垣山鉱床　赤色チャートの聞に爽まれた小鉱床

で，赤白う青白のフリyト質，「ボク」等を漏える斑の多

・い鉱床で，品質は2級またはそれ以下である。

　a）　生産に対する見透し

　この地区はいわば開発の初期にあるもので，今後の見

透しを到然とつけるにはさらに地質の精査と，今回の未

調査鉱床の調査を必要とするが，品質的に余り恵まれ

ず，それぞれの鉱床の規模が比較的小さいので，現下の

需給状況からみて著しく生産が上るものとは思われな

い。しかし鉱床の数は多いし，残存鉱量も全体としては

少なくないであろうから，’2級晶程度の需要が塘せ・ば夢

これには相当程度懸じうる可能性は多い。

55332：550．8（52L52）：622．1

長野縣木曾鉱山マンガン鉱床調査報告
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by

　　Hiromichi　Miyamoto＆Sh6ichir6

　　　　　　　Hayashi
　The　ore　deposits　occur　in　the　Palaeozoic

《：hert　an（i　clayslate；they・consist　of　sma11

、ech61Qn　typed　bodies　on　the　scale　of30n1×

×15m×2m．

　The　principal　ore　fomまng　minerals　con－

sist　of　tephroite，、rhodochrosite，　rhodonite，

pyrolusite，psilomelane，etc．

＊鉱床部

　　　　　　　要　 旨’
　昭和25年5月19日より昭和25年6月4日’に亘り概

査した木曾地方のぐソガy鉱床の一つに木曾鉱山の鉱床

がある。本鉱山は長野縣西筑摩郡木租村籔原鉢伏國有林

．丙にあるo鉱床は古生層中のチャPトおよび粘板岩の互

暦中に胚胎し，雁行状に配列する小鉱体の、集りよりな

り，：走向略々NS2確認された延畏30m以上，最大鑓

幅2mで，小鉱体中には延長15m以上に達するものが

あるo鉱石は酸化鉱およびアヅキ系統の炭満が主で㌧そ

の構成マンガy鉱物はテフロ石，菱マンガン鉱，バラ輝

孤軟マンガソ鉱，硬マソガン鉱等である。

今後の探鉱は稼行鉱床の北延長部の鑓押探鉱で，一・

二の小鉱体の発見は期待しうる6　、

　　　　　　1．鉱　 琿
登録番号　長野縣試掘　4，852

鉱　種マンガソ
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